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１．研究計画の概要 
（１）南米アンデス地域における都市と文明
の起源およびその展開に関して、これまで蓄
積されてきた考古学データを人類史的観点
から整理して「アンデス形成期研究の現状」
を把握する。 
 
（２）個々の調査研究事例の分析から都市と
文明の起源についての総合を試み「アンデス
における形成期研究の再構築」を図る。とり
わけ、アンデス地域の特異性に着目した理論
的考察を行う。 
 
（３）アンデスを対象とした研究成果を踏ま
えて広く「都市と文明の起源に関する人類史
的研究」に資する具体的な課題や方法、理論
的な枠組みなどを抽出する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
（１）「アンデス形成期研究の現状」の把握
については、平成 20 年度にペルーのカトリ
カ大学で開催された国際研究集会『アン
デス形成期－近年の成果と焦点』に共催
者として企画段階から加わり、形成期の
遺跡に関する最新の研究成果を集中的
に把握する機会を得た。さらに、これま
での 3 年間に、研究協力者を現地ペルー
に派遣して必要な実情の把握を行った。 
 
（２）形成期研究の鍵を握るのは前 800
年（形成期後期）に大規模な神殿を築いた三
つの遺跡の調査研究であることが明らかに
なった。東京大学・埼玉大学チームが
1988-2002 年に調査を実施、完了したクント

ゥル・ワシ遺跡、現在も調査を実施している
スタンフォード大学チームによるチャビ
ン・デ・ワンタル遺跡、日本の国立民族学博
物館チームが 2005 年に調査を開始したパコ
パンパ遺跡である。これらの研究データから、
神殿を核としたアンデス独特の文明展開を
読み取ることが期待できる。 
 
（３）アンデス最初の社会発展が前 3000 年
にまで遡ることが近年ペルーのサン・マルコ
ス大学によるカラル遺跡の調査から明らか
になった。つまり形成期の始まる時点と文明
段階に到達した形成期後期に関する質の高
いデータが今、揃いつつある。 
 
（４）「アンデスにおける形成期研究の再構
築」については、平成 20 年度に、国際研究
ワークショップ『センターと社会プロセス：
アンデス文明古期と形成期研究における概
念とコンテクスト』を開催し、研究の核とな
るデータを持つクントゥル・ワシ、チャビ
ン・デ・ワンタル、パコパンパ、カラル 4遺
跡の発掘調査者などが集まって討議を行う
機会を持った。このワークショップの議論を
踏まえ、平成 21 年度にはさらに理論的考察
を深めて研究成果の取りまとめを行った。 
 
（５）「都市と文明の起源に関する人類史的
研究」としてアンデス形成期の研究をよ
り広くとらえる観点から、平成 20 年度に、
他分野の研究者も交えた公開シンポジウム
を開催して議論を行った。平成 21年度には、
さらなる意見交換をすすめ、その成果をまと
めた書物『古代アンデス－神殿から始まる文
明』を編集して出版した。 



３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

研究期間の 2 年目（平成 20 年度）に国際
研究集会、国際研究ワークショップ、公開シ
ンポジウムを開催して、研究課題を明確にす
るとともにデータ収集を効果的に行うこと
ができた。3 年目の平成 21 年度には、その成
果の取りまとめ作業に着手し、すでに、より
広い読者を対象にした書物『古代アンデス－
神殿から始まる文明』を刊行した。国際研究
集会、国際研究ワークショップを発展させた
成果については、現在、参加者各自が更なる
検討を進めており平成 22 年度に編集作業に
着手、論集として公刊する予定になっている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 平成 20 年に実施した国際研究集会
の成果をもとに、「アンデス形成期研究の現
状」が明らかとなるような論集を、カトリ
カ大学と連携して編集し、出版に努める。  
（２）平成 20 年に実施した国際研究ワー
クショップの議論をさらに発展させ、「アン
デスにおける形成期研究の再構築」に資する
論集を、国立民族学博物館と連携して編集し、
公刊する。 
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